


氷見地方周辺の地蔵半呈力[石仏

氷
見
地
方
周
辺
の
地
蔵
半
枷
石
仏

は
じ

め
に

能
登
を
は
じ
め
氷
見
地
方
は
、
石
造
物
の
宝
庫
で

あ
る
。
石
造
物
を
研
究
す
る
も
の
に
と
っ
て
、
非
常

に
魅
力
的
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
石
動
山
な
ど
の
信
仰

の
山
が
あ
る
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
古
く
か
ら

開
け
た
と
こ
ろ
な
の
で
も
あ
る
。

砺
波
地
方
の
古

い
神
社
に
、
た
ま
た
ま
見
か
け
る

あ
き
ら
か
に
近
世
の
石
仏
で
な
い
地
蔵
半
脚
像
が
あ

る
。

こ
れ
は
、
「
白
山
と
地
蔵
半
剛
像
石
仏
の
広
が

り
―
特
に
砺
波
地
方
を
中
心
に
―
」
亀
土
蔵
』
七

号
）
で
発
表
し
た
が
、
そ
の
中
で
十
二
体
の
地
蔵
半

馴
一像
石
仏
を
報
告
し
た
。
こ
れ
ら
の
石
仏
の
制
作
年

は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
と
推
定
で
き
る
も
の

で
あ
る
。
そ
の
石
材
が
氷
見
地
方
の
も
の
で
は
な
い

か
、
ま
た
砺
波
地
方

へ
石
動
山
を
経
由
し
て
、
自
山

信
仰
な
ど
が
入

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
論
か
ら
、

氷
見
地
方
に
こ
の
よ
う
な
、
地
蔵
半
跡
像
石
仏
が
多

い
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
た
。

そ
こ
で
富
山
県
文
化
財
保
護
指
導
委
員
田
中
清

一

さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
氷
見
地
方
の
地
蔵
半
馴
・像
を

探
訪
調
査
し
て
み
た
。
そ
の
報
告
と
し
て
こ
の
小
論

を
発
表
し
た
い
。

１
　

延
暦
寺

地
蔵

氷
見
市
堀
田
は
、
神
代
川
上
流
に
位
置
し
て
い

る
。
こ
こ
に
曹
洞
宗
大
養
山
延
暦
寺
が
あ
り
、
そ
の

前
の
地
蔵
堂
の
中
に
こ
の
地
蔵
が
あ
る
。
錫
杖
が
中

央
で
折
れ
て
は
い
る
が
舟
形
光
背
で
保
存
状
態
は
よ

延
暦
寺
は
、
慶
長

一
七
年
の
開
基
と
さ
れ
て
い
る

が
、
『
氷
見
市
史
』
（四
四
二
頁
）
に
よ
る
と
、
も
と

天
台
宗
で
あ

っ
て
、
改
宗
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
そ

し
て
観
音
堂
に
は
十

一
面
観
音
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
近
く
に
は
相
当
古
く
か
ら
あ

っ
て
、
地
方
と

し
て
は
大
社
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
岩
武
雄
神
社
が

あ
る
。
亀
氷
見
市
史
し

こ
の
堀
田
に
は
正
徳
二
年
社
号
帳
に
よ
る
、
三
拾

八
社
権
現
、
自
山
、
神
明
、
神
明
、
八
王
子
、
八
幡
、

諏
訪
、
稲
荷
、
火
ノ
宮
、
住
吉
、
神
明
、
白
山
が
あ

る
。

こ
の
堀
田
で
は
、
白
山
三
社
と
延
暦
寺
の
十

一

面
観
音
に
注
意
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
地
方
か
ら
硬
質

砂
岩
が
切
り
出
さ
れ
、
堀
田
石
と
し
て
各
地

へ
移
出

さ
れ
た
。

２
　

土
倉
地
蔵

土
倉
は
、
上
庄
川
の
最
上
流
に
位
置
し
、
石
川
県

羽
咋
郡
押
水
町
に
接
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
地

区
の
地
蔵
坂
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
こ
の
地
蔵
が
あ
る
。

『
久
目
村
史
』
（
平
成
二
年
発
行
）
に
よ
る
と

「
明
治
の
初
め
こ
ろ
土
倉
の
島
崎
家
が
家
を
建
て
よ

う
と
宅
地
を
造
成
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
石
造
物
が
い

ろ
い
ろ
土
中
か
ら
出
土
し
た
。
地
蔵
数
体
を
は
じ
め

五
輪
塔
な
ど
多
数
が
あ
っ
た
。
土
地
の
人
た
ち
は
も

っ
た
い
な
い
と
高
台
の
道
路
上
の

一
角
に
こ
れ
を
安

置
し

「
ぞ
ん
坂
の
地
蔵
様
」
と
し
て
い
ま
も
崇
敬
し

て
い
る
」
と
あ
る
。

こ
の
地
蔵
は
舟
形
光
背
で
、
ち
ょ
う
ど
首
の
と
こ

ろ
で
切
れ
て
い
る
。
そ
し
て
左
の
顎
の
と
こ
ろ
か
ら

欠
落
し
て
い
る
。
五
輪
塔
も

一
緒
に
出
土
し
た
と
伝

え
て
い
る
が
、
土
倉
の
近
く
の
坪
池
に
は
市
指
定
文

化
財
の
宝
医
印
塔
が
あ
る
。

近
世
で
は
、
土
倉
は
赤
羽
毛
と

一
村
で
あ
っ
た
。

雄

延暦寺地蔵
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正
徳
二
年
社
号
帳
に
は
、
土
倉
の
記
載
は
無
く
、
赤

羽
毛
に
は
少
名
彦
、
八
幡
が
あ
る
。
現
在
、
土
倉
に

は
八
幡
宮
が
あ
る
。
ま
た
元
真
言
宗
で
、
明
応
四
年

開
基
の
真
宗
大
谷
派
北
谷
山
養
安
寺
が
あ
る
。

３
　

諏
訪

社
地
蔵

久
目
村
は
、
明
治
二
十
二
年
に
池
田
、
触
坂
、
桑

ノ
院
、
見
内
、
岩
瀬
、
棚
懸
、
坪
池
、
赤
羽
毛
、
老

谷
の
九
ヵ
村
が
合
併
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
諏
訪

社
地
蔵
は
、
池
田
の
諏
訪
社
に
あ

っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
神
社
は

『
久
目
村
史
』
に
よ
る
と
、
「
従
来
境

内
に
あ
る
古
木
を
も

っ
て
神
体
と
崇
め
、
社
殿
の
建

設
は
し
な
い
」
と
あ
る
。

事
実
、
こ
の
神
社
に
は
社
殿
は
な
い
。
鳥
居
の
正

面
に
は
巨
樹
が
あ
り
、
そ
の
周
辺
に
は
宝
医
印
塔
、

五
輪
塔
、
板
碑
、
如
来
石
仏
等
の
中
世
石
造
物
が
集

め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
中
に
混
じ

っ
て
こ
の
地
蔵
が

あ
る
。
舟
形
光
背
で
縦
半
分
が
欠
落
し
て
い
る
。

元
こ
の
地
区
に
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
観
音
寺
に
、

こ
の
石
造
物
が
あ

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、

正
徳
二
年
社
号
帳
に
よ
る
と
、
池
田
に
は
八
幡
官
、

白
山
、
神
明
大
神
宮
、
白
山
、
諏
訪
大
明
神
が
あ
る
。

こ
の
地
蔵
が
、
こ
の
諏
訪
社
に
元
々
な
か
っ
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、
観
音
寺
は
白
山
と
関
わ
り
が
あ

っ
た

も
の
か
も
し
れ
な
い
。

４
　

下
久
津
呂
地
蔵

電
富
山
県
石
動
山
信
仰
遺
跡
遺
物
調
査
報
告

圭
こ

（
昭
和
五
十
九
年
発
行
）
の

「角
間
道
上
り
口

の
石
仏
」
の
項

（七
二
頁
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
地

蔵
で
あ
る
。

オ
ベ
リ
ス
ク
状
石
塔
の
合
体
で
あ
り
、
顔
面
と
宝

珠
が
削
り
取
ら
れ
て
い
る
。
下
久
津
呂
の
八
幡
社
に

あ
る
も
の
で
あ
る
。

正
徳
二
年
社
号
帳
に
よ
る
と
、
八
幡
、
諏
訪
大
明

神
、
滝
権
現
と
あ
る
ｃ
ま
た

『
富
山
縣
神
社
誌
』

（昭
和
五
十
八
年
発
行
）
に
よ
る
祭
神
は

「応
神
天

皇
、
神
功
皇
后
、
比
売
大
神
、
伊
弊
諾
命
、
伊
弊
再

命
、
菊
理
姫
命
、
岡
象
女
命
、
建
御
名
方
神
で
あ
る
ｃ

菊
理
姫
命
は
白
山
の
祭
神
で
あ
り
、
正
徳
二
年
社

号
帳
に
お
け
る
滝
権
現
は
、
推
察
で
は
あ
る
が
白
山

と
関
わ
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

５
　

栗

原
地
蔵

久
津
呂
川
上
流
に
位
置
す
る
。
往
古
十
二
町
潟
が

こ
の
栗
原
ま
で
入
り
込
ん
で
お
り
、
越
中
守
の
大
伴

家
持
が
馬
を

つ
な

い
だ
と
い
う

「
駒

つ
な
ぎ
桜
」

（県
指
定
天
然
記
念
物
）
が
あ
る
。

こ
の
地
蔵
は
、
円
光
背
の
堂
々
た
る
彫
法
で
造
り

も
大
き
く
、
石
材
は
安
山
岩
の
よ
う
で
あ
る
。
錫
枚

と
宝
珠
は
削
り
取
ら
れ
、
右
顎
も
傷
を
負

っ
て
い
る
。

ま
た
台
座
に
な

っ
て
い
る
石
は
、
宝
医
印
塔
の
基
礎

部
で
あ
る
。

土倉地蔵

諏訪社地蔵下久津呂地蔵

粟原地蔵
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正
徳
二
年
社
号
帳
に
よ
る
と
、
栗
原
に
は
白
山
大

権
現
、
住
吉
大
朗
神
、
貴
布
而
大
明
神
、
天
神
、
火

宮
が
あ

っ
た
。
昭
和
三
年
に
、
こ
の
各
社
は
現
在
の

諏
訪
社
に
合
祀
さ
れ
た
。
こ
の
地
蔵
は
白
山
大
権
現

に
関
わ
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

６
　

上

田
神
社
地
蔵

上
国
に
つ
い
て
は

『角
川
日
本
地
名
大
辞
典
富
山

県
』
に

一，上
庄
川
の
支
流
上
田
川
の
谷
に
あ
り
、
三

方
を
丘
陵
山
地
に
囲
ま
れ
、
中
央
に
帯
状
小
平
地
が

あ
る
。
東
方
、
中
尾
と
の
境
に
竹
里
山
が
あ
り
、
山

上
に
千
久
里
城
跡
が
あ
る
。
西
北
方
の
滝
尾
山

（早

借
地
内
）
に
、
往
古
密
教
寺
院
四
十
九
坊
が
栄
え
て

い
た
と
伝
え
、
参
詣
路
は
三
方
か
ら
つ
け
ら
れ
、
上

田
口
に
は
大
門
の
地
名
が
残
り
、
大
門
姓
の
家
が
あ

る
。

」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

上
田
に
は
、
真
宗
大
谷
派
の
富
仲
山
勝
福
寺
と
竹

峰
山
長
林
寺
が
あ
る
が
、
共
に
往
古
密
教
寺
院
の
坊

の

一
つ
で
あ

っ
た
と
伝
え
て
い
る
。

正
徳
二
年
社
号
帳
に
よ
る
と
、
愛
宕
、
熊
野
、
諏

訪
大
明
神
、
神
明
大
神
宮
、
住
吉
大
明
神
、
山
王
大

明
神
、
天
神
宮
が
あ

っ
た
Ｇ

こ
れ
ら
は
明
治
期
に
上

田
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
ｃ

上
田
神
社
の
境
内
の
巨
樹
の
か
た
わ
ら
に
、
中
世

石
造
物
な
ど
が
寄
せ
集
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中

に
混
じ
っ
て
こ
の
地
蔵
が
あ
る
。
首
が
明
ら
か
に
削

り
取
ら
れ
、
錫
杖
と
宝
珠
が
無
い
。

こ
の
地
蔵
は
伝

承
に
よ
る
と
、
早
借
の
滝
尾
山
中
の
道
端
か
ら
出
土

し
た
と
い
う
。

７
　
上
田
諏
訪
社
地
蔵

俗
に
上
の
谷
内
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
鳥
居
の

向
こ
う
で
、
数
本
の
巨
樹
が
あ
る
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ

に
、
こ
の
地
蔵
が
鎮
座
し
て
い
る
。
地
蔵
の
周
辺
に

は
、
五
輪
塔
な
ど
の
残
欠
が
寄
せ
集
め
ら
れ
て
る
。

地
蔵
そ
の
も
の
は
、
堂
々
た
る
風
格
で
あ
る
。
だ

が
右
頭
部
と
光
背
が
欠
落
し
て
い
て
宝
珠
も
無

い
。

雨
乞
の
神
と
し
て
今
も
信
仰
さ
れ
て
い
る
Э

８
　

日
名

田
地
蔵

１

日
名
田
地
区
は
上
庄
川
の
支
流
三
尾
川
の
谷
に
あ

る
。
古
く
か
ら
氷
見
か
ら
能
登
の
志
雄

へ
と
行
く
街

道
筋
で
あ

っ
た
。
こ
の
地
蔵
は
、
そ
の
街
道
ふ
ち
に

あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。

寺
院
は
元
真
言
宗
で
あ

っ
た
と
い
う
日
南
山
長
福

寺
が
あ
り
、
江
戸
初
期
ま
で
、
臨
済
宗
国
泰
寺
派
宝

光
寺
も
こ
の
地
に
あ

っ
た
。

正
徳
二
年
社
号
帳
に
よ
る
と
、
白
山
が

一
社
あ
る

が
、
現
在
は
少
彦
名
社
が
あ
る
。

こ
の
地
蔵
は
社
殿

の
無

い
諏
訪
社
の
巨
樹
の
根
本
に
あ
る
。
そ
し
て
、

左
頭
部
が
削
り
取
ら
れ
て
い
る
。

９
　

日
名

田
地
蔵

２

こ
の
地
蔵
も
日
名
田
地
蔵
１
と
同
じ
と
こ
ろ
に
あ

り
、

一
応
日
名
田
地
蔵
２
と
し
た
。
首
か
ら
上
部
が

無
く
、
錫
杖
、
宝
珠
も
欠
落
し
て
お
り
、
そ
の
原
形

は
薄
い
。

上田神社地蔵

上田諏訪社地蔵

日名田地蔵 |
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１０
　
西
念
寺
地
蔵

町
部
の
南
大
町
の
西
念
寺
墓
地
に
、
こ
の
地
蔵
が

あ
る
。
も
と
も
と
こ
の
地
に
あ

っ
た
も
の
な
の
か
、

ま
た
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

南
大
町
に
は
、
旧
氷
見
町
の
南
十
町
の
総
社
日
枝

神
社
が
あ
る
。

西
念
寺
は
こ
の
地
方
で
は
珍
し
い
浄
土
宗
の
寺
院

で
あ
る
。
「
貞
享
二
年
寺
社
由
緒
書
上
」
に
よ
る
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

西

念

寺

（浄
）

当
寺
幸
徳
山
子
見
堂
西
念
寺
、

（撮
前
時
宗
二
而
歓

喜
踊
躍
之
念
仏
勤
行
之
処
二
、
築
紫
之
住
人
不
慮

二
独
之
愛
子
を
失
、
行
方
不
知
、
働
之
住
国
立
出

諸
国
相
尋
、
当
国
当
所
江
尋
来
、
彼
踊
躍
念
仏
執

行
諸
人
参
詣
之
中
二
父
子
相
見
仕
候
。
其
父
悦
而

一
堂
造
立
仕
候
故
、
堂
之
名
を
則
子
見
堂
与
申
候
。

子
亦

一
堂
造
立
仕
候
故
、
堂
之
名
ヲ
親
見
堂
与
申

候
。
是
等
之
徳
を
以
、
山
号
を
幸
徳
山
与
申
候
。

然
後
後
醍
醐
天
皇
之
太
子
信
濃
宮
浄
蓮
社
光
然
良

明
上
人
大
和
尚
、
延
文
五
年
二
始
而
浄
土
宗
門
ニ

被
成
、
開
閥
候
。
開
聞
ι
至
当
歳
三
百
弐
拾
六
年

二
罷
成
申
候
。
居
屋
敷
地
子
地
二
居
住
仕
申
候
。

当
寺
霊
宝

・
記
録
等
御
座
候
処
二
、
中
比
守
山
之

神
保
氏
張
与
飯
山
之
中
沢
筑
前
守
合
戦
之
剋
、
飯

山
‘
当
寺

へ
取
出
、
守
山
ぢ
当
寺

へ
押
寄
申
事
及

数
度
、
度

々
令
放
火
候
節
、
霊
宝

・
記
録
等
焼
失

仕
旨
申
伝
候
。
相
残
干
今
御
座
候

ハ
、
聖
徳
太
子

之
御
作
阿
弥
陀
之
木
像
壱
射
御
座
候
。

高
徳
院
様

・
瑞
竜
院
様

・
陽
広
院
様
被
為
掛
御
腰

候
寺
二
而
御
座
候
。

越
中
射
水
郡
氷
見
町
浄
土
宗
　
西
念
寺

託
誉

貞
享
弐
丑
年
九
月
廿
七
日

こ
れ
に
よ
る
と
、
「
最
前
時
宗

二
而
歓
喜
踊
躍
之

念
仏
勤
行
之
処
」
に
注
目
さ
れ
、
ま
た
浄
土
宗
の
宗

門
寺
院
書
上
で
あ
る

『蓮
門
精
合
旧
詞
』
亀
富
山
県

史
通
史
編
Ⅱ
中
世
』
二
五
〇
頁
）
に
も

「当
寺
最
前

者
時
宗
也
」
と
あ
る
ｃ

時
宗
の
人
々
が
、
こ
の
西
念
寺
を
中
心
に
遊
行
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
し
か
し
そ
の
時
宗

の
人
々
と
、
こ
の
地
蔵
の
関
わ
り
は
わ
か
ら
な
い
ｃ

だ
が
同
時
代
の
造
立
で
あ
る
。

１１
　

上

日
寺

地
蔵

上
日
寺
は
市
の
中
央
部
の
朝
日
山
公
園
の
東
麓
に

あ
り
、
真
言
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
こ
の
寺
院
に
つ
い

て
は
、
『
氷
見
市
史
』
貧
ハ
〇
八
頁
）
に

「中
世
に
お

け
る
状
況
は
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
が

寺
伝
に
は
、
「
正
平
年
間
、
仁
然
僧
中
興
す
、
当
時

七
堂
伽
藍
の
構
造
に
し
て
、
壮
麗
広
大
な
り
し
か
ど
、

後
漸
く
衰
え
た
り
」
と
い
う
。

元
亀
三
年

（
一
五
七
二
）
八
月
、
長
沢
筑
前
源
光

国
が
、
西
国
三
十
三
ヵ
所
観
音
石
仏
を
寄
進
し
た
の

が
、
現
在
境
内
に
残

っ
て
い
る
。

こ
の
地
蔵
は
、
多
く
の
中
世
石
造
物
と

一
緒
に
、

上
日
寺
境
内
よ
り
出
土
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の

地
蔵
に
関
し
て
は
、
多
く
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し

顔
面
が
奇
麗
に
残

っ
て
い
る
。
た
だ
残
念
な
の
は
、

日名田地蔵 2西念寺地蔵

上 日寺地蔵
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左
腕
が
取
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

‐２
　

千
手
寺

地
蔵

朝
日
山
の
山
頂
に
あ
り
、
上
日
寺
と
同
じ
く
真
言

宗
の
古
刹
で
あ
る
。
『
氷
見
市
史
』
■
（
一
〇
頁
）
に

よ
る
と

「寺
伝
に
よ
れ
ば
、
天
正
年
間
佐
々
成
政
の

兵
火
に
か
か
り
、
宝
物
記
録
等
、
こ
と
ご
と
く
焼
夫

し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
今
の
山
上
に
移

っ
た
の
は

元
禄
二
年

（
一
六
九
〇
）
で
あ
る
。

」
と
い
う
。

こ
の
地
蔵
は
、
千
手
寺
境
内
の
前
に
並
ぶ
観
音
石

仏
の
中
に
混
じ

っ
て
あ
る
。
ど
こ
か
ら
か
持
ち
込
ま

れ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

上
日
寺
と
千
手
寺
の
あ
る
朝
日
に
は
、
正
徳
二
年

社
号
帳
に
よ
る
と
観
音
堂
、
薬
師
、
弁
財
天
、
山
王
、

神
明
、
祗
園
、
神
明
、
観
音
堂
、
天
神
が
あ

っ
た
。

‐３
　
加
納
地
蔵

上
庄
川
下
流
の
北
に
位
置
し
て
い
て
、
谷
内
山
の

山
麓
に
八
剣
社
が
鎮
座
す
る
。
こ
こ
に
は
、
宝
医
印

塔
、
多
層
塔
、
五
輪
塔
、
板
碑
等
の
中
世
石
造
物
残

欠
が
散
在
し
て
い
る
Ｄ
ま
た
天
文
元
年
に
国
泰
寺
二

十
三
世
春
渓
に
よ

っ
て
臨
済
宗
に
改
宗
し
、
江
戸
初

期
に
当
地

へ
移
転
し
た
宝
光
寺
が
あ
る
。

正
徳
二
年
社
号
帳
に
よ
る
社
名
は
八
幡
、
観
音
薬

師

（但
シ

一
宮
之
内
三
社
、
剣
宮
、
白
山
、
自
山
、

稲
荷
、
諏
訪
、
観
音
、
観
音
、
諏
訪
で
あ
る
。

こ
の
地
蔵
は
堂
々
た
る
風
格
を
も
ち
、
ほ
と
ん
ど

傷
が
な
い
の
た
だ
宝
珠
が
欠
落
し
て
い
る
だ
け
で
、

顔
面
も
奇
麗
に
残

っ
て
い
る
。
こ
の
地
蔵
の
ま
つ
り

に
関
わ
る
地
元
の
宝
光
寺
の
門
前
に
は
、
貞
享
二
年

の
銘
が
あ
る
笏
谷
石
で
作
ら
れ
た
浮
き
彫
り
地
蔵
立

像
が
あ
る
。
こ
の
地
蔵
の
宝
珠
も
欠
落
し
て
い
る
。

‐４
　

上
稲
積
地
蔵

１

稲
積
は
余
川
川
の
下
流
に
位
置
す
る
。
上
稲
積
と

下
稲
積
に
分
か
れ
て
い
て
、
こ
の
地
蔵
は
上
稲
積
の

バ
ス
停
付
近
の
小
堂
の
中
に
あ
る
。

南
北
朝
期
の
観
応
三
年
の

「
軍
忠
状
」
に
、
稲
積

の
地
名
が
出
て
く
る
。
桃
井
軍
が
守

っ
て
い
た
と
さ

れ
る
木
谷
城
跡
が
あ
り
、
中
世
に
お
い
て
重
要
な
位

置
に
あ

っ
た
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。

正
徳
二
年
社
号
帳
に
よ
る
と
、
菅
丞
相
天
神
、
自

山
、
白
山
、
神
明
の
社
名
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の

地
蔵
は
、
首
、
宝
珠
、
錫
枚
の
上
部
が
欠
落
し
て
い

る
が
、
そ
の
彫
法
は
威
風
堂
々
と
し
て
い
る
。
石
材

も
上
品
な
白
い
シ
ル
ト
岩
質
泥
岩
で
あ
る
。

‐５
　
上
稲
積
地
蔵
２

上
稲
積
地
蔵
１
と
同
じ
と
こ
ろ
に
あ
る
。
上
稲
積

地
蔵
１
よ
り
は
や
や
小
振
り
で
あ
る
が
、
宝
珠
、
錫

杖
は
残

っ
て
い
る
。
し
か
し
顔
面
は
す
こ
し
削
ら
れ
、

左
の
光
背
と
地
蔵
の
頭
部
が
欠
落
し
て
い
る
。

こ
の
堂
内
に
は
、
近
世
末
の
造
作
と
思
わ
れ
る
地

蔵
が
三
体
と
中
世
石
仏
の
阿
弥
陀
仏
が

一
体
あ
る
。

千手寺地蔵

加納地蔵

上稲積地蔵 |上稲積地蔵 2
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‐６
　
余
川
高
柳
地
蔵

余
川
は
、
余
川
川
の
中
流
に
位
置
す
る
と
こ
ろ
に

あ
る
ｃ
南
北
朝
期
の
文
和
二
年
の

「
軍
忠
状
」
に
は
、

「横
河
保
」
と
し
て
見
え
る
。

正
徳
二
年
社
号
帳
に
よ
る
と
、
上
余
川
に
住
吉
、

若
王
子
、
八
幡
宮
、
八
幡
宮
、
八
幡
宮
　
八
幡
官
、

火
宮
が
あ
り
、
下
余
川
に
は
金
田
大
明
神
、
五
社
大

明
神
が
あ
る
。
こ
の
地
蔵
は
、
県
道
鹿
西
氷
見
線
の

路
傍
の
、
俗
に

「新
開
の
地
蔵
様
」
と
い
わ
れ
小
堂

の
中
に
入
っ
て
い
る
。

こ
の
小
堂
に
は
、
地
蔵
六
体
と
中
世
石
造
物
の
阿

弥
陀
石
仏
、
五
輪
塔
の
残
欠
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら

は
、
こ
の
地
域
を
開
拓
し
た
際
に
土
中
よ
り
出
土
し

た
も
の
で
あ
る
。
中
央
に
は
、
地
蔵
立
像
が
あ
る
が
、

こ
の
余
川
高
柳
地
蔵
は
小
堂
の
中
の
隅
の
方
に
あ
る
。

こ
の
地
蔵
は
、
顔
面
、
宝
珠
、
錫
杖
、
右
足
な
ど

が
削
り
取
ら
れ
ほ
と
ん
ど
原
形
は
無
い
、

‐７
　

余

川
古
戸
地
蔵

余
川
古
戸
に
は
、
臨
済
宗
国
泰
寺
派
の
興
聖
寺
が

あ
る
が
、
そ
の
西
に
小
堂
が
あ
る
こ
そ
の
中
に
こ
の

地
蔵
が
あ
る
。

こ
の
地
蔵
は
、
余
川
川
の
川
の
中
よ
り
出
土
し
た
ｃ

造
り
そ
の
も

の
は
や
や
時
代
が
下
る
よ
う

で
、
衣
文

や
足
の
組
み
方
な
ど
に
省
略
が
認
め
ら
れ
る
．
顔
面

が
削
り
取
ら
れ
て
い
て
錫
杖
の
頭
部
は
無
く
、
宝
珠

も
ま
た
無

い
。

‐８
　
興
聖
寺
地
蔵

興
聖
寺
墓
地
に
あ
る
。
威
風
堂
々
と
し
て
い
る
が

顔
面
が
削
ら
れ
、
光
背
右
上
部
が
無

い
。
安
山
岩
質

の
石
材
で
、
長
く
露
座
の
た
め
か
風
化
が
甚
し
い
。

こ
の
興
聖
寺

に
は
、
鎌
倉
時
代

の
作
風
で
あ
る
聖

観
音
が
あ
る
こ
寺
伝
で
は
、
長
沢
筑
前

の
守
護
仏
で

あ

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
ｃ

‐９
　
余
川
杉
谷
地
蔵
１

石
動
山

へ
と
行
く
街
道
沿
い
に
あ
る
ｃ
小
堂
は
、

中
に
あ
る
扁
額
に
よ
る
と
、
明
治
二
十
五
年
に
再
建

さ
れ
た
。
伝
承
に
よ
れ
ば
南
北
朝
期
に
桃
井
直
常
が

能
登
の
守
護
吉
見
氏
を
攻
め
た
が
、
か
え
っ
て
敗
北

し
た
ｃ
そ
の
と
き
、
亡
く
な

っ
た
南
朝
の
武
士
を
弔

っ
た
の
が
こ
の
地
蔵
で
あ
る
と
い
う
。

円
光
背
で
、
や
や
保
存
状
態
は
良

い
。
今
は
安
産

の
地
蔵
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
３

２０
　
余

川
杉
谷

地
蔵

２

余
川
杉
谷
地
蔵
１
と
同
じ
と
こ
ろ
に
あ
る
ｃ
小
堂

の
中
の
左
端
に
あ
る
。
高
さ
三
十
セ
ン
チ
と
や
や
小

振
り
で
あ
る
。
錫
杖
、
宝
珠
が
欠
落
し
て
い
る
が
、

衣
文
な
ど
が
は
っ
き
り
わ
か
り
、
保
存
状
態
は
す
こ

、ふ
ス
冨
艮
い
．

余川高柳地蔵

余川古戸地蔵興聖寺地蔵

余川杉谷地蔵 1
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２‐
　
味

川
地
蔵

味
川
は
、
余
川
川
の
支
流

一
勿
川
の
谷
に
位
置
す

る
。

こ
の
地
蔵
は
、
阿
努
神
社
近
く
の
旧
道
ぶ
ち
に

あ
り
、
露
座
で
あ
る
Ｄ
円
光
背
で
完
成
品
に
近
く
、

顎
が
や
や
削
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
大
き
さ
は
高
さ
五

十
七
セ
ン
チ
と
大
振
り
で
あ
る
ｃ

２２
　

胡
桃

地
蔵

石
川
県
鹿
島
町
に
接
す
る
胡
桃
は
、
地
滑
り
地
帯

と
し
て
有
名
で
あ
る
ｃ
明
治
二
十
四
年
の
大
火
や
、

昭
和
三
十
九
年

の
大
地
滑
り
で
大
打
撃
を
一受
け
、
過

疎
化
が
進
ん
で
い
る
。

こ
こ
に
は
、
現
在
火
神
社
が
あ
る
。

こ
の
神
社

の

向
か

っ
て
右
側
に
小
堂
が
あ
り
、
こ
の
中
に
こ
の
地

蔵
が
鎮
座
し
て
い
る
ｃ

こ
の
地
蔵
の
左
側

に
は
、
中

世
石
造
物

の
阿
弥
陀
石
仏
が
あ
り
、
小
堂

の
縁
の
下

に
は
宝
医
印
塔

の
残
欠
が
残

っ
て
い
る
。

こ
の
地
蔵

は
、
も
と
山
の
奥
に
あ

っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

正
徳
二
年
社
号
帳
に
よ
る
と
、
胡
桃

ヶ
原
村
と
し
て

火
宮
が
あ
る
。

さ
て
こ
の
地
蔵
は
、
稲
積
１
、
２
の
地
蔵
と
同
じ

く
非
常

に
白

い
石
材
で
造
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
地

蔵
の
首
は
扶
り
取
ら
れ
、
そ
の
上
に
取
ら
れ
た
首
が

載
せ
て
あ
る
．
宝
珠
、
錫
杖
も
削
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
高
さ
五
十
五
セ
ン
チ
と
大
振
り
で
、

し
か
も
堂

々
と
し
て
い
る
。

２３
　
村
木
地
蔵

『富
山
県
石
動
山
信
仰
遺
跡
遺
物
調
査
報
告
書
』

（
昭
和
五
十
九
年
発
行
）
の

「
石
造
物
と
関
係
遺

跡
」
（
四
六
頁
）
に
角
間
道
上
り
回
の
石
仏
と
し
て

紹
介
さ
れ
て
い
る
地
蔵
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
説
明
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る

「
地
蔵
堂
の
本
尊
．
小
さ
い
と
は
い
え
、
本
造
瓦
葺

の
小
堂
も
立
派
で
あ
る
が
、
類
例
は
県
内
ど
こ
に
で

も
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
中
の
本
尊
で
あ
る
石
地
蔵
は
、

め
っ
た
に
路
傍
で
見
か
け
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

微
粒
、
緻
密
な
砂
岩
を
用
材
と
し
、
浮
彫
形
式
と
は

い
え
光
背

つ
き
丸
彫
と
い
っ
て
よ
い
ｃ
光
背
頂
部
を

欠
い
て
の
現
総
高
五
十
四
セ
ン
チ
、
台
座
部
の
最
大

左
右
四
十
セ
ン
チ
、
同
奥
行
四
十
セ
ン
チ
を
そ
れ
ぞ

れ
測
る
。
鎌
倉
時
代
の
写
実
が
生
ん
だ

一
大
傑
作
で

あ
る
。
光
背
は
頭
光
と
身
光
の
二
重
で
、
光
脚
部
に

蓮
華
を
配
す
る
ら
し
い
。
錫
杖
頭
部
の
名
人
芸
的
表

現
に
比
し
て
、
三
道
や
衣
文
の
形
式
的
な
表
現
、
そ

の
他
気
に
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
．
狭

い
室
内
で
取
り

出
す
こ
と
も
動
か
す

こ
と
も
で
き
ず
、
の
ぞ
き
込
ん

だ
と
い
う
に
す
ぎ
な
い
の
で
、　
コ
メ
ン
ト
は
こ
の
程

度
に
と
ど
め
る
」
と
あ
る
。

こ
の
地
蔵
は
上
記

コ
メ
ン
ト
の
と
お
り
、
宝
珠
と

左
側
光
背
上
部
が
欠
落
し
て
い
る
の
み
で
、
保
存
状

態
は
す
こ
ぶ
る
良

い
。
ま
た
小
堂
前
に
は
、
中
世
石

造
物
の
阿
弥
陀
石
仏
が
数
体
あ
る
。

村
木
の
あ
る
角
間
は
、
信
仰
の
山
で
あ
る
石
動
山

の
登
山
口
の
内
の

一
つ
で
も
あ
る
。
南
北
朝
期
に
は
、

「閣
間
」
と
表
記
し
た
そ
の
地
名
が
見
え
る
。
ま
た

修
験
者
が
修
行
し
た
八
代
仙
が
近
く
に
あ
り
、
こ
の

地
は
、
修
験
者
が
足
繁
く
往
来
し
た
と
こ
ろ
で
も
あ

っ
た
。
正
徳
二
年
社
号
帳
に
よ
る
と
、
火
宮
が
あ
る
。

余川杉谷地蔵 2味川地蔵

胡桃地蔵
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こ
れ
は
石
動
山
の
分
霊
社
で
あ
る
。

２４
　
長
坂
地
蔵

こ
れ
も
ま
た

『富
山
県
石
動
山
信
仰
遺
跡
遺
物
調

査
報
告
書
』
（
昭
和
五
十
九
年
発
行
）
の

「
石
造
物

と
関
係
遺
跡
」
（
四
六
頁
）
に
角
間
道
上
り
回
の
石

仏
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
地
蔵
で
あ
る
。

長
坂
別
所
の
集
団
墓
地
の
中
の
田
口
家
の
墓
地
に

あ
る
。
こ
の
地
蔵
は
も
と
石
動
山
に
あ

っ
た
も
の
と

言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
蔵
は
、
錫
杖
、
宝
珠
な
ど
が
奇
麗
に
残
り

顔
面
が
少
し
削
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
が
完
成

品
に
近
い
。

長
坂
は
、
石
動
山
の
影
響
を
大
い
に
受
け
て
お
り

正
徳
二
年
社
号
帳
に
も
、
石
動
山
の
祭
神
で
あ
る
五

社
大
明
神
が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
、
未
連
大
明
神
、
火

宮
が
あ
る
。

２５
　
姿
地
蔵

姿
地
区
は
東
に
富
山
湾
を
臨
み
、
そ
の
海
上

一
キ

ロ
先
に
は
虻
が
島
が
あ
る
。

こ
の
地
蔵
は
自
山
社
に

あ

っ
て
、
露
座
で
あ
る
。
野
の
中
に
あ
り
、
首
、
宝

珠
、
錫
杖
が
欠
落
し
て
い
る
。
し
か
し
衣
文
や
そ
の

彫
法
は
た
し
か
な
も
の
が
見
え
る
。

正
徳
二
年
社
号
帳
に
は
、
白
山
宮
、
九
殿
大
明
神

が
あ
る
。

２６
　

平
地
蔵

石
動
山

へ
の
登
山
道
で
あ
る
平
沢
道
の
平
地
区
の

高
坂
剣
神
社
の
小
堂
の
中
に
あ
る
こ
こ
の
小
堂
に
は
、

凝
灰
岩
の
梵
宇
石
が
中
央
に
鎮
座
し
て
い
る
。
梵
字

は

「
キ
リ
ー
ク
」
が
刻
ん
で
あ
り
、
そ
の
右
側
に
こ

の
地
蔵
が
あ
る
し

石
材
は
、
稲
積
１
、
２
や
胡
桃
地
蔵
と
同
質
の
も

の
で
あ
る
。
円
光
背
で
朽
ち
か
た
が
激
し
い
、
顔
面
、

宝
珠
、
錫
杖
な
ど
は
無
く
、
衣
文
な
ど
も
見
え
な
い
〓

風
化
と
い
う
よ
り
も
、
積
極
的
に
破
壊
さ
れ
た
感
じ

が
す
る
。
正
徳
二
年
社
号
帳
に
は
、
剣
大
明
神
が

一

社
あ
る
。

２７
　

唐

島
地
蔵

氷
見
漁
港
の
沖
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に

位
置
す
る
。
『
氷
見
市
史
』
二

七
二
頁
）
に
よ
る
と

こ
の
地
蔵
は

「唐
島
の
火
と
も
し
地
蔵
」
と
い
わ
れ

「
唐
島
の
南
が
わ
の
地
蔵
は
、
海
難
の
と
き
灯
を
と

も
し
て
舟
を
導

い
て
く
れ
る
と
い
う
」
と
あ
る
）́

ま
た

『
氷
見
の
伝
説
』
（
昭
和
五
十
七
年
刊
）
に

よ
る
と

「
比
美
町
港
の
海
岸
の
向
か
い
に
見
え
る
島

は
昔
、
唐
の
国
か
ら
贈
ら
れ
て
き
た
島
だ
と
い
う
こ

村木地蔵長坂地蔵

姿地蔵

平地蔵
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と
で
名
高
い
。
氷
見
漁
港
か
ら
約
十
町
ほ
ど
離
れ
た

海
中
に
あ
る
こ
の
島
の
登
り
回
の
左
側
の
岸
壁
に
、

高
さ
約
四
尺
余
り
の
石
地
蔵
が
安
置
し
て
あ
る
。

伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
天
長
二
年

（八
二
五
）

弘
法
大
師
が
北
国
巡
歴
の
み
ぎ
り
、
唐
か
ら
き
た
霊

験
あ
ら
た
か
な
島
だ
と
聞
か
さ
れ
、
漁
師
の
案
内
で

島
に
登
ら
れ
た
。
さ

っ
そ
く
こ
の
岩
か
げ
で
二
十
七

日
間
の
参
篭
修
行
を
さ
れ
た
。
め
で
た
く
宿
願
を
成

就
さ
れ
深
い
感
動
を
覚
え
ら
れ
た
。
さ
き
に
案
内
し

て
く
れ
た
漁
師
た
ち
の
漁
の
姿
を
お
も
い
浮
か
べ
ら

れ
た
り
も
し
た
。

毎
年
毎
年
、
漁
を
す
る
舟
が
海
に
漕
ぎ
出
し
、
途

中
、
あ
ら
し
に
あ

っ
て
生
命
を
失
う
者
も
数
知
れ
ず

い
る
と
の
話
に
心
痛
め
て
お
ら
れ
た
。
そ
こ
で
宿
願

成
就
の
お
礼
と
水
難
防
止
の
大
願
を
た
て
ら
れ
て
、

自
ら
刻
ま
れ
た
地
蔵
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
灯
台
の
設
備
が
な
か
っ
た
頃
に
は
、
あ
ら

し
が
や
っ
て
く
る
と
い
う
前
に
は
、
こ
の
地
蔵
が
怪

し
い
光
を
放
さ
れ
る
。
そ
の
さ
ま
を
見
た
舟
は
た
と

え
漁
の
途
中
で
も
、
急

い
で
浜
に
引
き
返
し
た
と
言

う
。
う

っ
か
り
こ
れ
を
無
視
し
て
漁
を
し
て
い
た
り

す
る
と
、
激
し
い
風
波
が
お
こ
り
舟
も
ろ
と
も
海
の

も
く
ず
と
消
え
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
あ
ら
し
を

予
告
し
て
く
だ
さ
れ
る
尊
い
地
蔵
様
だ
と
よ
ろ
こ
ば

れ
て
い
る
。

何
百
年
も
の
間
こ
の
こ
と
が
代
々
語
り
継
が
れ
て
、

や
が
て
だ
れ
い
う
と
も
な
く

『
火
と
も
し
地
蔵
』
の

名
で
漁
師
た
ち
か
ら
あ
が
め
ら
れ
て
き
た
。
燈
台
の

な
か
っ
た
何
百
年
も
の
間
、
氷
見
の
漁
師
た
ち
は
こ

の
地
蔵
を
心
の
支
え
と
し
、
怪
し
い
光
の
感
じ
ら
れ

る
と
き
は
急

い
で
帰
港
す
る
の
が
常
と
さ
れ
て
き
た
。

今
で
も
毎
年
五
月
二
日
に
は
、
島
の
祭
り
と
あ
わ

せ
て
こ
の
地
蔵
尊
の
供
養
を
し
、
海
上
安
全
の
祈
願

と
感
謝
の
法
要
を
営
み
参
詣
し
て
い
る
。
こ
の
日
に

は
漁
船
は
そ
れ
ぞ
れ
に
大
漁
旗
を
お
し
た
て
、
光
禅

寺
の
和
尚
に
し
た
が
っ
て
島
に
の
ぼ
り
、
法
要
に
参

詣
す
る
の
で
ひ
と
と
き
海
に
花
が
さ
い
た
よ
う
に
美

し
い
旗
の
波
が
み
ら
れ
る
壮
観
さ
で
あ
る
」
と
あ
る
。

光
禅
寺
は
曹
洞
宗
で
海
慧
山
の
山
号
で
あ
り
、
暦

応
年
間

（
一
三
二
八
～
四
二
）
明
峯
素
哲
の
開
基
で

あ
る
。
明
峯
素
哲
は
加
賀
富
樫
氏
の
出
身
で
、
建
仁

寺
を
え
て
加
賀
大
乗
寺
の
μ
玉
山
紹
理
の
侍
者
を
務
め
、

加
賀
伝
灯
寺
の
恭
翁
運
良
ら
に
参
禅
し
た
。

さ
て
、
こ
の
恭
翁
運
良
は
、
そ
の

「行
状
」
弯
富

山
県
史
資
料
編
Ⅱ
中
世
』
二
二
五
頁
）
に
は
、
五
山

禅
僧
の
華
嶽
建
冑
が
寛
正
四
年

（
一
四
六
三
）
に
作

成
し
た
も
の
が
あ
る
。
「
氷
見
海
浜
有
岩
石
屹
乎
波

心
、
師
於
其
尖
上
、
建
石
浮
図
、
蓋
師
之
心
欲
来
往

舟
船
、
乃
至
海
中
鱗
介
之
類
、
遊
泳
塔
影
者
、
共
得

結
縁
、

」
と
あ
る
。

つ
ま
り
唐
島
に
燈
台
の
よ
う
な

石
造
物
が
恭
翁
運
良
の
指
導
の
も
と
で
建
立
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

唐
島
地
蔵
も
こ
の
よ
う
な
時
代
に
造
立
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

恭
翁
運
良
の
開
い
た
加
賀
伝
灯
寺
に
も
、
中
世
の

所
産
と
お
も
わ
れ
る

「身
代
り
地
蔵
」
が
あ
る
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
別
項
に
ゆ
ず
り
た
い
。

２８
　

松
太
枝

地
蔵

１

高
岡
市
大
田
の
松
太
枝
神
社
の
境
内
に
あ
る
。
松

太
枝
神
社
は
、
明
治
四
十
二
年
字
辰
回
の
村
社
天
満

社
と
渋
谷
熊
野
社
が
合
併
し
て
社
名
を
松
太
枝
神
社

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

松
太
枝
地
蔵
１
は
神
社
の
境
内
の
小
堂
の
な
か
に

あ
る
。
こ
こ
に
は
松
太
枝
地
蔵
２
の
ほ
か
に
、
中
世

石
造
物
の
五
輪
塔
、
阿
弥
陀
石
仏
の
残
欠
が
は
い
っ

て
い
る
。
松
太
枝
地
蔵
１
は
円
光
背
で
、
顔
面
左
半

分
が
削
り
取
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
宝
珠
や
錫
杖

は
残

っ
て
い
る
。

唐島地蔵

松太枝地蔵 |
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と
こ
ろ
で
、
大
田
に
は
臨
済
宗
国
泰
寺
派
本
山
国

泰
寺
が
あ
る
。

こ
こ
は
、
も
と
法
燈
派
総
本
山
で
あ

っ
た
。
正
徳
二
年
社
号
帳
に
は
、
神
明
、
天
神
、
白

山
、
諏
訪
、
火
ノ
宮
、
熊
野
権
現
、
諏
訪
、
八
幡
、

諏
訪
、
熊
野
権
現
、
白
山
、
熊
野
権
現
、
薬
師
の
十

四
社
が
あ
る
ｃ

２９
　

松
太
枝

地
蔵

２

松
大
枝
神
社
の
境
内
の
小
堂
の
中
に
、
松
太
枝
地

蔵
１
と
と
も
に
あ
る
。
こ
れ
は
松
太
枝
地
蔵
１
よ
り

は
大
振
り
で
あ
り
、
舟
形
光
背
で
顔
面
は
削
ら
れ
て

は
い
な
い
。
宝
珠
、
錫
枚
も
残
り
、
ほ
と
ん
ど
完
成

品
で
あ
る
。

３０
　
雨
晴
地
蔵

こ
の
地
蔵
は
、
俗
に

「首
切
り
地
蔵
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
『大
田
―
歴
史
と
風
土
』
（昭
和
四
十
八
年

刊
）
に
よ
る
と

「
雨
晴
駅
の
北
側
松
林
の
小
さ
い
堂

の
中
に
あ
る
。
こ
の
地
蔵
に
は
、
む
か
し
、
上
杉
謙

信
が
森
寺
城
を
攻
め
る
た
め
、
軍
船
を
連
ね
て
こ
の

沖
合
に
さ
し
か
か
る
と
、
船
が
少
し
も
動
か
な
く
な

っ
た
。
謙
信
の
武
将
有
坂
備
中
は
、
ふ
し
ぎ
に
思

い

き

っ
と
魔
神
の
力
に
ち
が
い
な
い
と
上
陸
し
た
と
こ

ろ
、
松
と
松
の
間
に
あ
る

一
体
の
地
蔵
が
に
こ
に
こ

わ
ら
っ
て
い
た
。
備
中
は
、
こ
い
つ
の
し
わ
ざ
に
ち

が
い
な
い
と
、　
一
刀
の
も
と
に
そ
の
首
を
切
り
落
と

し
た
と
こ
ろ
、
船
は
た
ち
ま
ち
前
進
し
て
、
目
的
地

に
向
か
う
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
」
と

い
つヽ
ｃ

Ｊ
Ｒ
氷
見
線
の
雨
晴
駅
の
線
路
を
挟
ん
で
、
北
側

に
小
堂
が
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
中
央
に
中
世
石
造

物
で
大
振
り
の
阿
弥
陀
石
仏
が
鎮
座
し
て
い
る
ｃ

こ

の
石
仏
は
左
肩
か
ら
、
右
肘
に
か
け
て
斜
め
に
折
れ

て
い
る
。
有
坂
備
中
が
切
っ
た
と
さ
れ
る
地
蔵
は
、

こ
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
ｃ
し
か
し

こ
の
石
仏
の
う
し
ろ
に
は
、
多
く
の
中
世
石
造
物
に

混
じ
っ
て
地
蔵
半
脚
像
も
あ
る
。

こ
の
地
蔵
は
、
顔
面
が
縦
に
半
分
近
く
も
削
り
取

ら
れ
、
宝
珠
、
錫
杖
も
無

い
ｃ
ま
た
光
背
も
無
く
そ

の
原
形
も
薄

い
。
「
首
切
り
地
蔵
」
は
、
実
は
こ
の

地
蔵
半
脚
像

の
こ
と
で
は
な

い
か
と
も
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
ｃ３‐

　
円
通
庵
地
蔵

高
岡
市
江
道
の
円
通
庵
跡
に
あ
る
地
蔵
で
あ
る
。

江
道
は
、
も
と
西
砺
波
郡
に
属
し
て
い
た
ｃ
地
理
的

に
氷
見
に
近

い
の
で
こ
こ
で
論
じ
る
。
江
道
は
、
市

の
西
部
に
位
置
し
、
二
上
山
丘
陵
に
あ
り
、
高
岡
か

ら
羽
昨
に
抜
け
る
道
が
あ
る
ｃ

円
通
庵
は
、
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
富
山
』
に

よ
る
と
、
「
手
洗
野
信
光
寺
住
職
開
基
円
通
庵
の
跡

は
弘
法
大
師
行
脚
の
時
寺
院
を
建
立
し
み
ず
か
ら
仏

像
梵
字
を
彫
っ
た
と
伝
え
て
い
る
」
と
あ
る
。
信
光

寺
は
曹
洞
宗
寺
院
で
あ
る
．

こ
の
地
蔵
は
、
高
さ
七
十
三
セ
ン
チ
の
大
振
り
で

あ
り
、
宝
珠
、
錫
杖
の
頭
部
が
欠
落
し
て
い
る
。
し

か
し
堂
々
た
る
風
貌
が
あ
る
６
こ
の
周
辺
に
は
五
輪

塔
や
宝
医
印
塔
の
残
欠
が
散
在
し
て
い
る
ｃ
正
徳
二

年
社
号
帳
に
は
、
八
幡
の
社
名
が
あ
る
。

３２
　

守
山
地
蔵

小
矢
部
川
左
岸
の
、
二
上
山
丘
陵
の
麓
に
守
山
が

松太枝地蔵 2

雨晴地蔵

円通庵地蔵

-64-



氷見地方周辺の地蔵半珈石仏

あ
る
。
高
岡
市
守
山
良
寿
庵
の
前
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

小
堂
に
こ
の
地
蔵
が
あ
る
。
九
体
の
石
仏
の
中
央
に

あ
る
。
宝
珠
、
錫
枚
も
無
く
、
首
は
ま
さ
に
挟
り
と

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
今
は
、
そ
の
首
は
新
し
く
作
り

変
え
ら
れ
て
い
る
。
全
体
が
溶
け
た
よ
う
に
風
化
し

て
い
る
。
良
寿
庵
は
曹
洞
宗
で
、
瑞
龍
寺
の
末
寺
で

あ
る
が
、
現
在
は
無
住
で
あ
る
。

３３
　
国
分
寺
地
蔵

高
岡
市
伏
木
国
分
の
越
中
国
分
寺
跡
に
立
つ
薬
師

堂
の
回
り
に
、
石
仏
が
安
置
さ
れ
て
あ
る
が
、
そ
の

中
に
混
じ

っ
て
こ
の
地
蔵
が
あ
る
。

ほ
か
の
石
仏
は
舟
形
光
背
で
あ
り
、
こ
の
地
蔵
は

円
光
背
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
彫
法
な
ど
に
も
あ
き

ら
か
に
違

い
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
地
蔵
の
石
質
は
、
こ
の
地
方
で
採
掘
さ
れ
た

砂
岩
で
、
俗
に
岩
崎
石
と
い
わ
れ
る
石
材
で
あ
る
。

地
蔵
そ
の
も
の
は
削
ら
れ
た
り
、
欠
落
し
た
箇
所
は

な
い
が
、
風
化
は
す
す
ん
で
い
る
。

３４
　
寺
塚
原
神
社
地
蔵

新
湊
市
寺
塚
原
の
寺
塚
原
神
社
の
奥
殿
に
あ
る
。

平
成
五
年
十
月
十
四
日
の
祭
日
に
、
地
元
の
人
達
の

ご
協
力
で
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
地
蔵
に

関
し
て
は
、
『
し
ん
み
な
と
の
石
仏
』
（平
成
二
年
発

行
）
の
京
田
良
志
先
生
の

「
地
蔵
と
石
仏
」
に
よ
り

予
備
知
識
は
あ

っ
た
。
実
見
す
る
と
、
右
足
が
欠
け

て
い
る
が
保
存
状
態
は
す
こ
ぶ
る
良

い
。

宝
珠
が
欠
落
し
て
い
る
が
、
顔
面
は
当
時
そ
の
ま

ま
で
あ
る
。
ま
た
錫
杖
の
頭
部
に
は
、
塔
が
刻
ん
で

あ
り
、
細
工
そ
の
も
の
も
素
晴
ら
し
い
出
来
で
あ
る
。

元
来
は
こ
の
よ
う
な
状
態
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
の
奥
殿
に
は
中
世
石
造
物
の
如

来
形
石
仏
が
多
く
寄
せ
集
め
ら
れ
て
い
る
。
寺
塚
原

に
は
、
正
徳
二
年
の
社
号
帳
に
よ
る
と
山
王
、
薬
師
、

諏
訪
が
あ
る
が
、
こ
の
地
蔵
は
山
王
と
関
わ
り
が
あ

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

寺
塚
原
の
地
名
の
由
来
は
、
『
角
川
日
本
地
名
大

辞
典
富
山
県
』
に
よ
る
と
、
「
地
名
は
も
と
あ

っ
た

古
寺
に
由
来
し
て
い
る
。
寛
政
四
年
の
書
上
に
よ
れ

ば
、
西
に
称
念
寺

。
大
法
寺
古
屋
敷
が
あ
り
、
中
央

に
金
屋
迎
西
寺

（牧
野
村
）
跡
が
あ
る
と
記
し
て
い

る

（高
樹
会
文
書
）。
」
こ
の
地
蔵
も
、
こ
れ
ら
に
関

係
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

３５
　

住
吉
社
地
蔵

射
水
郡
大
島
町
本
開
発
の
住
吉
社
の
ご
神
体
と
し

て
奥
殿
に
鎮
座
し
て
い
る
。
顔
面
は
若
千
削
り
取
ら

れ
、
宝
珠
、
錫
杖
も
欠
落
し
て
い
る
が
保
存
状
態
は

良

い
。

明
治
九
年
以
前
は
、
五
百
メ
ー
ト
ル
南
の
宮
田
に

あ

っ
た
と
い
う
。
正
徳
二
年
の
社
号
帳
に
よ
る
と
十

社
明
神
、
七
面
大
明
神
が
あ
る
。
新
開
発
に
は
観
音

守山地蔵国分寺地蔵

寺塚原神社地蔵

住吉社地蔵
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氷見地方周辺の地蔵半枷府仏

※ 表中「高・幅Jの、単位はセンチメー トルである。
※ 表中「神社 との関わりと伝承Jの神社名は、「正徳式年射水郡堂富社人山伏持分井百姓持分相守り申品書上ヶ申帳」(文中

では、「正徳二年社号張Jと 略している。)に よる神社名である。

氷見 地 方 の 地 蔵 半】jl像 石 仏

名 称 所 在 地 高・幅 石  質 光背の状態 像 容 の状 態 神社との関わりと伝承

1 延 暦 寺 地 蔵 氷見市堀田延暦寺 50・ 26 シルト岩質の泥岩 舟 形 光 背 宝珠が欠落 している

三拾八社権現、自山、神明

神明、八王子、人幡、諏訪稲

荷、火ノ宮、住吉、神明白山

2 土 倉 地 蔵 氷見市どん坂 51・ 30 シルト岩質の泥岩 舟 形 光 背
首で切れている。

顎が欠落 している。
八幡

3 諏 訪 社 神 社 氷見市久目諏訪社 40・ 16 シルト岩質の泥岩 舟 形 光 背 縦半分が欠落 している 八幡宮、白山、諏訪代明神

4 下久津呂地蔵 氷見市下久津呂八幡社 35・ 14 シソし卜岩質の泥岩 オベリスク状石塔 宝珠が欠落 している 八幡、諏訪大明神、滝権現

5 栗 原 地 蔵 水見市栗原 60・ 40 安 山 崚石 円 光 背 錫杖宝珠が欠落している
白山大権現、住吉大明神、

貴布而大明神、天神、火宮

6 上田神社地蔵 氷見市上田神社 20・ 21 シルト岩質の泥岩 不 明 頭部宝珠が欠落している

愛宕、熊野、諏訪大明神

神明大神宮、住吉明神、

山王大明神、天神宮

7 上回諏訪社地蔵 氷見市上国諏訪社 65・ 40 シルト岩質の泥岩 舟 形 光 背 右頭部宝珠が欠落している

8 日名田地蔵 1 水見市日名田諏訪社 40・ 30 シll卜 岩質の泥岩 舟 形 光 背 右頭部が欠落 している 白 山

9 日名田地 la‐ 2 氷見市日名田諏訪社 35・ 18 シルト岩質の泥岩 不 明 首で切れている

西 念寺 地 蔵 水見市商大町西念寺 43 28 シルト岩質の泥岩 舟 形 光 背 宝珠が欠落 している

上 日寺 地 蔵 氷見市幸町上 日寺 53・ 30 シルト岩質の泥岩 舟 形 光 背 左肩かノ,欠落している

T手 寺 地 蔵 水見市朝日町千手寺 44・ 29 シルト岩質の泥岩 舟 形 光 背 宝珠が欠落 している

観音堂 、薬師、弁財天、

山王、神明、祗園、神明、

観音堂、天神

加 納 地 蔵 水見市加納 65・ 35 安  山  岩 舟 形 光 背
宝珠が欠落 しているが

保存状態は良い

ブヽ播、観音薬師、剣宮、

白山、白山、稲荷、諏訪、

観音、諏訪

上稲積地蔵 1 水見市上稲積バス停 45・ 42 シルト岩質の泥岩 円 光 背 首で切 れている 菅丞相天神、自山、自由、神明

上稲積地蔵 2 氷見市上稲積バス停 55・ 32 シルト岩質の泥岩 舟 形 光 背 保存状態は良 |

奈川高ljl地蔵 水見市奈川高柳 44・ 30 シルト岩質の泥岩 不 明 頭部宝珠錫棋が欠落している 金田大llB神 、五社大明神

余サ1占 戸地蔵 1水 見市余 占戸興聖寺西 45・ 26 シルト岩質のlFL岩 舟 形 光 背 顔面が削られている

興 聖 寺 地 蔵 氷見市余1興聖寺 57・ 30 安  山  岩 円 光 背 上頭吉「宝珠錫杖が欠落している

余 1多 谷地蔵 1 氷見市余サ1杉谷 57・ 30 シルト岩質の泥岩 円 光 背 保存状態は良 |

余 杉谷地蔵 2 氷見市余川杉谷 30・ 21 シルト岩質の泥岩 舟 形 光 背 錫杖宝珠が欠落している

味 川 地 蔵 氷見市味 | 57・ 40 シ7L卜 岩質の泥岩 円 光 背 やや保存状態は良 | 火宮

胡 14L地 蔵 水見市胡 lJl火 神社 55・ 38 シ,t卜 岩質のl「L岩 不 明
首で折れている。錫杖

宝珠が欠落 している
火宮

オ」 木 地 蔵 氷拐と市オ寸ブく 55・ 40 シルト岩質の泥岩 円 光 背
宝珠か欠落 している。

保存状態は良い
火宮

長 坂 地 蔵 水見市長坂別所 49・ 30 シルト岩質の泥岩 舟 形 光 背 宝珠が欠落 している 五社大明神、未連大明神、火宮

姿  地  蔵 水見市姿白山神社 34・ 28 シルト岩質の泥岩 不 明 娘吉は珠錫が矢落してtiる 白山宮、九段大明神

平  地  蔵 氷見市平高坂剣神社 40・ 27 シルト岩質の泥岩 円 光 背
顔面が削られている

宝珠錫杖が欠落している
剣大明神

唐 島 地 蔵 氷見市唐島 シルト岩質の泥岩 舟 形 光 背 宝珠が欠落 している

松 H」 枝地蔵 1 高岡市大田松旧枝神社 52・ 27 シルト岩質の泥岩 円 光 背 顔面右半分欠落している

神明、天神、白山、諏訪、火

ノ官、熊野権現、諏訪、八llI

諏訪、熊野権現、白山、火ノ

宮、熊野権現、薬師

松田枝地蔵 2 高岡市大田松田枝神社 62・ 37 シルト岩質の泥岩 舟 形 光 背 保存状態は良 |

Hう 時 地 蔵 高岡市大田雨晴 50・ 40 シルト岩質の泥岩 舟 形 光 背
顔面が肖|り 取られている

錫1/t宝珠か矢落している

円 通 庵 地 蔵 高岡市江道通庵跡 73・ 35 シルト岩質の泥岩 円 光 背 錫杖宝珠が欠落している 八幡

守 山 地 蔵 高 l・
Tll市 守山良寿庵 55・ 35 シツレト岩質のlFL岩 不 明

首が挟り取られている

錫杖宝珠が欠落している
神明

国 分 寺 地 蔵 高岡市伏木国分寺跡 60・ 37 砂岩 1岩 崎石 ) 円 光 背 宝珠が欠落 している 一ノ宮気多大明神、薬師

-66-



氷見地方周辺の地蔵半[力Π石仏

が
あ
る
。

お
わ

り

に

氷
見
地
方
に
、
中
世
石
造
物

の
地
蔵
半
脚
像
が
こ

れ
ほ
ど
に
も
多

い
と
は
思
わ
な
か

っ
た
。
も

っ
と
丁

寧
に
見
る
と
ま
だ
ま
だ
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
、

神
社
の
奥
殿
で
ま
だ
じ

っ
と
眠

っ
て
い
る
地
蔵
半
跡

像
が

い
る
か
も
し
れ
な

い
。

，三
十
五
体

の
地
蔵
に
つ
い
て
、

い
ろ

い
ろ
と
報
告

し
た
が
、
こ
れ
ら
を
ト
ー
タ

ル
に
眺
め
る
と
、
ま
た
、

い
ろ
ん
な
こ
と
が
わ
か

っ
て
き
た
。

１
　
神
社
と
く
に
、
正
徳
二
年
社
号
帳

に
よ
る
と
白

山
社
に
多

い
と

い
う

こ
と
．

２
　
寺
院

の
場
合
、
曹
洞
宗
な
ど
の
禅
宗
に
お
お

い

と
一
い
つヽ

，
）ル
、

３
　
顔
面
が
削
り
取
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多

い
と
い

つヽ

，
）
ル
一。

４
　
ま
た
、
宝
珠
、
錫
枚
が
欠
落
し
て
い
る
場
合
が

お
お
い
と
二

う
こ
と
。

５
　
顔
面
が
削
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
錫
棋
、
宝
珠

の
欠
落
は
人
為
的
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
も

っ
と
多
く
の
こ
と
を
知
り
得
た
が
推

論
の
域
を
で
な
い
の
で
、
能
登
半
島

一
帯
や
加
賀
地

方
の
調
査
を
終
え
て
か
ら
報
告
す
る
こ
と
に
す
る
。

（尚
、
右
記
の
よ
う
な
シ
ル
ト
岩
質
泥
岩
の
地
蔵

半
珈
像
の
石
仏
は
、
県
内
で
は
私
の
知
る
限
り
で
は

立
山
芦
崎
寺
閣
魔
堂
前
に
二
体
、
立
山
室
堂
に

一
体
、

立
山
夢
殿
に
二
体
、
大
山
町
下
番
に

一
体
、
そ
れ
に

岐
阜
県
金
岡
町
西
茂
住
に

一
体
で
あ
る
。
ま
た
、
表

題
を

「
水
見
地
方
周
辺
の
地
蔵
半
枷
像
」
と
し
た
が
、

右

足
を
岩
座

に
乗

せ
、
左

足
を

踏

み
下
げ

た
造
容

で

半

脚
像

と

い
え
な

い
か
も

し

れ
な

い
が
、
便

宜
上

そ

の
よ
う
に
し
た
ご

（砺
波
市
大
田

一
七
七
〇
）

氷
見

の
縫
針

縫
針
は
氷
見
古
来

の
名
産
で
、
東
北
諸
国
に
販
売
し

て
好
評
で
あ

っ
た
。
そ
の
起
源
に
つ
い
て
は
明
確
で
は

な

い
が
、
約
四
百
数
十
年
前
、
氷
見
の
人
某
が
長
崎

ヘ

行

っ
て
そ
の
製
法
を
伝
習
し
て
来
た
と
い
う
。
し
か
し

確
か
な
記
録
も
な
く
伝
説
に
過
ぎ
な

い
。
江
戸
時
代
三

百
年
間
、
氷
見
の
針
は
手
工
業
で
盛
に
製
造
さ
れ
た
よ

う
だ
が
、
産
額
な
ど
は
明
ら
か
で
は
な

い
。

氷
見
の
縫
針
製
造
は
、
明
治
時
代
に
入

っ
て
さ
ら
に

盛
ん
と
な
り
、
そ
の
販
路
も
全
国
各
地
に
広
ま

っ
て
行

っ
た
。
日
清
戦
争

の
頃
は
、
縫
針
製
造
に
従
事
し
た
家

は
八
十
戸
あ
り
、
製
造
方
法
は
手
工
業
で
、

一
切
の
工

程
を

一
人
で
す
る
こ
と
も
出
来
る
が
、
大
部
分
は
二
人

な

い
し
数
人
で
手
分
け
し
て
や

っ
た
。
間
屋
は
十
五
、

六
軒
あ

っ
て
、
間
屋
自
身

が
工
場
を
も
ち
十
人
か
ら

四
～
五
十
人
の
職
工
を
使

っ
て
製
造
し
、
又
、
普
通
の

町
家
は
そ
の
下
請
製
造
を
行

っ
た
。

氷
見
の
縫
針
工
業
は
、
戦
争
と
と
も
に
盛
ん
に
な
り

戦
争
終
了
と
と
も
に
衰
微
し
て
来
た
。
日
清
戦
争
が
終

わ
る
と
下
火
に
な
り
、
廃
業
す
る
も
の
が
多
く
、
日
露

戦
争
が
始
ま
る
と
針

の
値
段
が
急
騰
し
、
製
針
業
は
活

気
を
と
り
も
ど
し
、
製
造
工
程
に
機
械
が
導
入
さ
れ
て

来
た
。

氷
見
で
は
じ
め
て
機
械
製
針
が
企
て
ら
れ
た
の
は
明

治
三
十
七
年
六
月
で
あ
る
。
『
氷
見
郡
志
』
に
よ
れ
ば

亀
谷
九
左
衛
門
と
い
う
製
針
業
者
が
京
都
か
ら
機
械
を

持
ち
帰
り
、
光
針
株
式
会
社
を
設
立
。
月
産
五
百
万
本

を
製
造
し
た
と
記
録
さ
れ
、
欧
州
大
戦
時
に
は
二
百
四

十
人
の
工
員
を
使
用
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

第

一
次
世
界
大
戦
で
縫
針
工
業
が
好
景
気
に
湧

い
た
。

当
時
、
世
界
市
場
は
日
本
、
ア
メ
リ
カ
の
支
配
下
に
あ

っ
た
。
氷
見
の
業
者

へ
も
注
文
が
殺
到
し
た
。
そ
こ
で

外
国
向
け
の
メ
リ
ケ
ン
針
が
製
造
さ
れ
、
新
会
社
が
つ

ぎ

つ
ぎ
と
生
れ
た
。

大
正
七
年
第

一
次
世
界
大
戦
の
終
結
と
と
も
に
針

の

受
注
が
激
減
し
、
会
社

の
倒
産
、
工
場
閉
鎖
が
続
出
。

大
正
十

一
年
に
は

一
社
だ
け
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

昭
和
時
代
に
入
り
、
日
華
事
変
等
で
生
産
は
の
び
た

が
、
昭
和
十
七
年
国
策
に
よ
る
企
業
合
同
に
よ
り
、
三

社
が

一
社
と
な

っ
た
。
現
在
は
三
社
で
製
造
し
て
い
る

が
年

々
需
要
が
減
少
、
全
国
で
も
縫
針

・
を
製
造
し
て
い

る
の
は
氷
見
市
と
広
島
市
の
み
で
あ
ろ
う
。
氷
見
市
柳

田
、
昭
和
精
密
工
業
株
式
会
社
　
取
締
役
社
長
　
伏
脇

松
太
郎
　
自
刊
よ
り

（
一
部
分
要
略
し
た
と
こ
ろ
が
あ

る
。
）
（
田
中
）
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▼
戦
後
五
十
年
目
と
い
う
節
目
の
年
に
当
る
平
成
七
年
。

阪
神
大
震
災
、
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
等
々
何
か
と
話
題

の
多

い
年
の
よ
う
で
す
。
本
号
の
内
容
も
ま
た
会
員
の

話
題
に
上
る
よ
う
な
論
考
が
目
じ
ろ
押
し
で
す
。

▼
永
森
氏
の

「
斎
藤
家
の
遺
物
と
先
祖

（
中
ご

は
、
ち

密
な
考
究
で
斎
藤
家
に
伝
わ
る
遺
物
を
掘
り
起
す
力
作

で
、
何
時
も
な
が
ら
氏
の
熱
誠
を
感
じ
ま
す
。
網
田
氏

は
ま
た
ま
た
史
料
不
足
の
氷
見
の
中
世
史

へ
一
矢
を
打

ち
込
ま
れ
ま
し
た
。
誰
も
が

「
朝
日
の
首
塚
」
の
所
在

を
探
り
た
い
と
思
う
の
で
は
―
―
。

▼
橋
本
氏
は
い
つ
に
変
ら
ぬ
健
筆
で
、
そ
の

「
十
二
町
潟

千
拓
史
」
は
千
拓
と
仏
生
寺
川
の
治
水
、
そ
れ
に
連
な

る
総
合
潅
排
に
至
る
水
を
治
め
た
人
々
の
斗

い
を
鮮
明

に
記
述
し
て
余
す
所
が
あ
り
ま
せ
ん
。
水
野
間
氏

の

「―
―

余
川
小
学
校
」
は
、
生
ま
れ
在
所
の
学
校
に
愛

惜
措
く
能
わ
ず
と

い
っ
た
思

い
の
沿
革
史
。
「
仏
生
寺

の
津
々
良
隧
道
」
は
、
雨
池
氏
な
ら
で
は
の
津
々
良
隧

道
哀
話
ｃ
出
征
兵
士
と
そ
を
送
る
人
々
の
哀
感
を
画

い

て
妙
、
秀
作
で
あ
る
。

▼
奥
村
氏
の

「
西
条
の
畑
地
か
ん
が
い
事
業
」
は
、
永
く

農
林
行
政
に
携
わ
り
、
農
林
業
の
振
興
に
献
身
さ
れ
た

氏
な
ら
で
は
の
論
考
。
確
か
な
資
料
を
見
る
目
と
体
験

に
裏
づ
け
さ
れ
た
農
業
水
利
史
で
も
あ
る
。

▼
高
西
氏
は
、
平
成
四
年
春
季
号
以
来
連
載
の

「
上
庄
谷

相
撲
史
」
を
好
評
裡
に
完
結
さ
れ
た
。
今
号
は

「
氷
見

ヶ
浜
関
」
に
ス
ポ

ッ
ト
を
あ
て
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

室
田
氏
の

「
辟
田
川
考
」
は
氷
見
人
に
は
中

々
着
想
で

き
な

い
論
考

で
あ
り
、
実
際
に
現
地

へ
足
を
運
び
、

生
々
し
い
見
聞
を
も
と
に
追
求
し
た
労
作
。
尾
田
氏
の

「―
―
地
蔵
半
枷
石
仏
」
は
、
此
れ
ま
た
足
で
か
せ
い

だ
労
作
。
数
多
く
の
石
仏
を
克
明
に
記
録
さ
れ
、
白
山

信
仰
、
石
仏
の
損
傷
に
も
目
が
向
け
ら
れ
て
い
て
、
そ

の
論
究
が
待
た
れ
ま
す
。

▼

「
史
談

・
巷
談
」
と
し
て
小
篇
を
集
め
ま
し
た
。
湊
氏

の

「―
―
晒
し
首
を
見
た
話
」
は
子
供
の
頃
の
思

い
出

に
合
わ
せ
て
、
史
実
の

一
端
を
淡
々
と
し
た
調
子
で
語

っ
て
好
篇
。
村
田
氏
の

「
大
同
合
併
し
た
頃
」
は
市
制

発
足
間
も
な

い
頃
の
秘
め
ら
れ
た
エ
ピ
ツ
ー
ド
を
綴

っ

て
ほ
ほ
え
ま
し
く
、
宝
住
氏

の

「
棚
懸
村
西
光
寺

の

謎
」
は
、
歴
史
解
明
の
面
白
さ
を
如
実
に
示
し
て
、
共

に
短
篇
な
が
ら
読
み
ご
た
２

が
あ
り
ま
す
。

▼
次
号
か
ら
も
、
こ
の

「
史
談

・
巷
談
」

へ
気
ば
ら
な
い

小
篇
を
お
寄
せ
下
さ
い
ｃ
ｔ又
、
「
史
料
点
描
」
欄
を
設

け
て
み
ま
し
た
ｃ
興
味
あ
る
資
料
を
ご
提
示
下
さ
い
ｃ

で
き
れ
ば
解
説
も
あ
れ
ば
嬉
し
い
の
で
す
が
―
ｌ
ｃ
何

に
せ
、
「
氷
見
春
秋
」
を
み
ん
な
の
会
誌
、
開
か
れ
た

雑
誌
に
し
て
い
き
た
い
も
の
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ご
支

援
を
願
う
次
第
で
す
。
（上
野
）

▼
第
二
十
号

（平
成
元
年
十

一
月
発
行
）
か
ら
故
能
坂
氏

の
あ
と
を
受
け
て
編
集
を
担
当
し
、
第
二
十

一
号
で

一

応
役
割
を
終
わ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
の
間
長
か
っ
た

よ
う
で
、
ま
た
経
っ
て
み
れ
ば
短
か
つ
た
よ
う
で
も
あ

る
。
多
く
の
読
者
と
各
位
の
寄
稿
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

来
て
、
今
と
な

っ
て
み
れ
ば
苦
よ
り
楽
し
い
思

い
出
が

多
く
残
る
。

▼
苦
労
し
た
の
は
埋
草
で
あ
る
ｃ
短
文
で
本
誌
に
ふ
さ
わ

し
い
資
料
を
十
編
程
度
も
探
す
こ
と
は
大
変
で
あ

っ
た
。

会
員
か
ら
も
二
、
三
枚
の

「
逸
聞
」
を
寄
せ
ら
れ
る
と

編
集
子
は
助
か
る
と
思
う
。
（
田
中
）

平
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日
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成
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